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国際鉱床学連合(IAGOD)第5回総会に出席して

;石原舜三(鉱床部)

まえがき

上記の会合は4年に一回開催される鉱床学部門の最大

の国際集会であり第3回の東京(1970年)前回のバル

ナ(1974年本誌128号437-440頁参照)に引続き1978

年8月13目(目)一8月19目(土)にアメリカ合衆国ユタ州

のスノｰバｰドで開催された.会合にはアメリカ全域

にわたる各種の巡検カミ合まれており資源大国にふさわ

しい豪華な内容を持つものであった.筆者は残念なが

ら巡検には参加できなかったが7日間の学術講演会に

総理府科学技術庁から派遣された.以下に会合の内容

や出席した感想などについてのべてみたい.

スノｰバｰドはユタ州のソルトレｰイク市の南方約50

㎞ワサッチ山脈の山中にある.この付近は非常に乾

燥している地域であり今年も3か月雨雪の無い目が続

いたとのことであるが筆者が到着した7月12目の午後

は雷雲が山地を覆い着陸を前に搭乗機は激しくゆれた.

天候は到着後も回復せず8月14目の朝には雪の薄化粧

をみることになったのである.スノｰバｰドは海抜

2700mの高所にありワサッチ山地を酉に流れる渓流に

沿って開発された夏の避暑地名のスキｰ場である.

学会はスノｰバｰドセンタｰで開かれ私たちは周

囲の林間に建てられたロッチに宿泊した.夏は音楽会

テニスハイキングなどが盛んでありなお多くグ)一般

アメリカ市民が滞在していた.

さて今回のIAGODには日本側から下記の12名の

参加があった.すなわち長老格の立見辰雄宮沢俊弥

両教授をはじめとして中村威佐々木昭武内寿久祢

堀越叡と筆者そして若手の上野宏共井沢英二吉田

哲雄円城寺守服部恵子の諸氏である.この人数は

前回の7名にくらべて日本の国力にふさわしい感じを

持たせるものであり年齢層からもバランスがとれてい

る.やっと経済的実力に学術交流面でも近ずいたこと

を思わせるものであるが日本政府から正式に派遣され

た出席者は2名にすぎない.さいわい国際協力事業団

の理解によってそのボリビアにおける本務の終了の帰

途出席された上野氏また北米大陸滞在のため個人的に

参力“された佐々木･服部両氏などによって会は盛り上っ

たのである..特筆すべきはこれまでの現状をみかねて

日本鉱山地質学会が井沢･円城寺両氏を派遣したことで

あり政府機関べ一スや日本の給与制度では出席しにく

い若手研究者の問題を考慮した点である.今後の一層

の配慮を関係者に望みたいのであるが5回目にして

はじめて満足できる日本からの出席者を得たことは筆

者にとってはうれしい誤算でありかつ初目からのびの

びと活躍することができた次第である.

集会の印象

開会式はこのリゾｰトの壊会場であるコトンウッド

コンベンシ勢ンセンタｰで組織委員長の歓迎の辞に始

まり型通りにおこなわれた割余興として弦楽四重奏

写真1ワサッチ山地風景

みえる

遠方のオフィア山地にはビンガム鉱山が写真2

スノｰバｰドスキｰ場寸景ワサッチ山地の中～上都にある

先カンブリア時代変成岩の露出カニ業しい�
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団の演奏カミ違ばれた.印象として残ることは元地質調

査所所長のマックルベイ氏と現国立科学財団地球科学部

長のブレット氏が昨今急激に重大性を増した資源問題の

情況下でこの会合の意義現在の鉱床学における意義

を強調した点にある.両者とも依然として第一線の感

覚を失柱うことなく純学間的会合に登壇できることは

マックルベイ氏が現在ではリサｰチシオロシストに戻っ

ておりブレット氏も現職の前には地質調査所その他で

第一線の研究活動をしていたためである.アメリカの

科学振興政策が老化しないのはこのように指導者がつ

ねに第一線のレベノレが保てるような制度のもとに選ばれ

ておりかつそのような専門家が政策決定の中軸に入り

込んでいる点にある.この点は固定管理職制度の日本

の地質調査所の場合と様子を著しく異にしている.

さて学術講演会はアメリカ大陸の西部を舞台におこ

なわれたこともあって大陸的環境下の火成鉱床講演討

論会によって開幕された.講演はあるテｰマのもとに

集められ表1に示すように一般講演が少なかったのが

特色である.講演数は約150件に及び時には深夜近

くにその目の日程を終了した.また後半はワｰキング

グルｰプが始められ会場がいくつかに分れたため興味

ある話だけを聞くためにもかなり気苦労であった.

この程度の規模が会としての限界であろうと感じられた.

講演には地元アメリカのものがやはり多くその中で

の圧感は地質調査所を中心とする国を挙げての資源開発

の成果の公表である.いずれも野外研究のほか同位体

測定を含む室内研究や実験的考察を含めた組織的なもの

でこの国の資源問題に対する並々ならぬ意欲が感じら

裏､第5回IAG0旭総会の学術講演会の内容

討論会名

発表

論文数

�■■■�

8月14同午前�大陸性火山一亜火山作用に関係する鉱床〔I〕�9

(月)午後�プレｰトテクニックスと鉱床�9

8月15目午前�大陸性火山一亜火川作用に関係する鉱床〔皿〕�8

(火)午後�層準規制鉱床〔I〕�9

�ポスタｰセッション�4

8月16日夜�ホｰフィリｰカヅパｰ鉱床�7

(水)��

8月17周午前�地球化学�6

(木)�会長講演:鉱床の生成一ある展望�

午後�包有物中の鉱化流体〔I〕�10

〃�鉱床のテクトニックス〔I〕�

�ワｰキンググルｰプ報告�

"�マンガン鉱床�6

〃�リモｰトセンシングと鉱床探査�8

''�ホタル石一バライト鉱床�8

夜�一般講演部門〔I〕�7

8月18目午前�一般講演部門〔II〕�8

(金)午後�包有物中の鉱化流体〔皿〕�9

〃�鉱床のテクトニックス〔II〕�6

〃�マンガン鉱床〔1I〕�7

'一�スカルン鉱床�9

〃�鉱物共生�

〃�探査の基礎としての鉱床の成因�7

8月19目午前�層準規制硫化物鉱床〔lI〕�11

(土)午後�火山性塊状硫化物鉱床�7

夜�閉会講演:流体包有物の走査電顕の世界�

�一小人国への招待一�

饗真壽

賓球入磐カ11潜

後列左より申付威服部恵子富沢俊弥

､と野宏共俵々木照円城寺守

禽㈱左よ夢武内寿久祢沓阿哲雄

井沢英二堀越叡筆者�
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れた.この様な傾向は最初アメリカの金保有高の減少

に伴い金鉱床の探査研究にあらわれその成果は過去

数年間に一般誌に公表されはじめているのであるカミ石

油危機以後はそれカミ他のすべての金属元素にも向けられ

ている感じをうけた.

アメリカ地質調査所においては他の大きな柱として地

熱開発や地震対策がありこれらも近年急速に拡大され

た分野であるが金属鉱物資源に対しても多大の努力を

果していることは自国の将来を自から保証しようとす

る自立意識の強さにあるものと思われる.ひるがえっ

てわカミ国の地質調査所においては地熱･地震に対しては

国力に応じた努力がたされているものの他の鉱物資源

対策としては石油危機以後むしろ予算縮小の傾向にある

とみてよい.その背景には自国の自給度が低く結局

は輸入に頼らざるを得ない現実があるカミ私たちが大量

の鉱物資源を消費する以上その発見確保に関する応分

の国際的な協力をしなければならない.たとえば今後

主対象となるであろう金属鉱物資源の潜頭鉱床探査にお

いては探査の基礎とたる鉱床成因論の研究が非常に重

要であってその様な問題解決のためには高度の研究レ

ベルが必要でありこれは資源消費先進工業国の担当課

題である.その成果を資源保有国に移殖し資源を購

入することも日本が歩む一つの道であろう.

ところで今回の会合にはアメリカの実験的･理論的研

究手法による研究者があまり出席しておらずアメリカ

の鉱床学研究の縮少版をみることはできなかった.逆

に言えば手法を揃えた真の国際的にバランスのとれた会

合であったとみることカミできる.したカミっていろんな

発想による種々のテｰマの論文が発表された.その多

くは筆者の感想では今後の鉱床学研究に重要な命題を

含んでおらずこの推測が正しければ日本の鉱床学研究

は国際的に高い水準にあるとみてよい.傾臓に値する

発表はやはりアメリカのものに多かった.

特筆すべきは元ペンシノレハニア州立大学のリヅヂ教授

による会長講演がおこなわれたことでありこれまでの

総会で最初ではたいかと思われる.硫化物鉱床に一般

的な鉱物について22の反応式を挙げそれぞれについて

イオウ･酸素の同位体をもとにその反応条件から鉱床の

生成条件を推定しようとしたものである.まとめの講

演と言うより院生カミ演習問題に取組んだ形のものであり

同教授の若さといまだに衰えたい研究意欲がうかがえた

のであった.一方閉会時のミシガン州立大学のケリｰ

教授の講演は流体包有物を走査電顕により直接に眼で

確かめようとする点で意欲的なものである.多くの比

楡を混え豊富なスライドを用意して普及講演的なもの

であり夫人連も同席の晩さん会に恰好のものであった

カミ同氏の完壁さが若干の疲れを覚えさせた.

閉会の夕食時にはまた今回の発表講演中優秀作品賞

カミ5件発表された(図1).これもこの5回目の総会にし

てはじめてのことでありさすが勤務評定の厳しいアメ

リカのことだと思わせるものである.受賞者はソ連1

件目本1件アメリカ2件南ア1件であり内容的

には個人として｢よくやった｣感じのものと発想と手法

において新しいものとであった.こく明な野外調査か

ら近代的手法による室内結果に至るほぽ完全な調査がい

くつか公表されたが賞としては選ばれなかった.

夕食会の最後には大会実行委員長のペリｰ教授カミｰ

通の電報を披露された.｢最近の鉱物資源問題の緊迫

性にかんがみ鉱床関係の諾研究の公表と情報･意見の

国際的た交換を密にし次世代の人類のための貢献を願

う｣とするものでサインドシミｰカｰタｰと読上

写真4スノｰバｰドは氷河によるU宇谷にある

り急斜面である

U字谷はかな写真5

3階屋上ではコンサｰトなどが開かれる�
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げられた.

講演の全内容については2冊の出版物として一つは

アメリカ値はヨｰロッパで1か年以内に出版される.

また日本の幹事学会誌である｢鉱山地質｣にも詳細カミ報

告されると聞いているのでここでは筆者カミ個人的に興

味を持った若干の講演について紹介してみたい.

火山一亜火山作用に関係する鉱床

アメリカ低部にはコノレディレラの造山帯から内側に

べ一スン･レンチコロラトプラトｰロッキｰ榴山帯

と幅数千㎞にわたり他の大陸にはみられない複雑な地

質体があり火山活動カミ幅広く存在しており魅力的な

鉱床を伴っている.今回は会場がその真只中にあるか

らこの表題も主要テｰマとして取上げられたのである

がこのアメリカ西部を舞台とする地質の講演を聞く時

2つの興味カ童筆者には湧く.一つは｢この複雑な地質

体カミ歴史的にどの様にまとめられるか｣であり他の一

つは.我々造山帯内生活者には特異な鉱床カミしばしば発

見されているから｢今度は何かみつかりどの様に成

因が説明されているか｣の点である.

このセクションの冒頭にはそれぞれに4ら分の時間を

与えて2つの招待講演がおこなわれた.まずマサチュ

ｰセッツ工科大のパｰチフィｰル教授による｢アメリカ

辛酉部の地史｣は先カンブリア時代から現在までの構造

発達吏を解くものである.まず>25億の地塊がモンタ

ナ州にあってそれほ西側に変成作用カミ重複し南に18

億くらいのものカ油るのであるがこれは島弧カミ北方の

アｰケアンにぶつかったためである.17-8億年聞に

著しい堆積作用が上記の周辺に生じ断層地溝帯が発達

し当集会の会場カミ位置するウインク地溝帯を含めてオ

ｰラクジンが3か所で生じたのは!4億年前である.現

在のワシントン州オレゴン州カリフォルニア州に当

る部分かできたのは14億年以降である.新古の先カン

ブリア系は北東系のモレイクリｰ一タｰナッシュフロア

破砕帯でほぼ分けられる.その南方には同方向同性

格のコロラド破砕帯がありこれは繰返し火成活動と鉱

化作用をうけクライマックス鉱床匁とを含むコロラ

ド鉱化帯を形成している.

先カンブリア時代末から古生代に入るとアメリカ西

部は今の酉太平洋の如き地勢を示した.すたわち東方

にクラトンがあり西方に浅成堆積物その西側には局

部的だカミ優地向斜堆積物があってその西方に古生代初

期には島弧カミ南北に並んでいた.この環境は石炭紀の

“アントラｰ造山期"の衝上断層運動校とにより若干の

修正をうけた.中生代初期こ古生代島弧はクラトンに

付加された.

三畳紀初めにクラトンの南西部が切断されて新しい大

陸縁カミ生じそれに沿って三畳紀中期にサブダクション

が発生した.これは間欠的に後期白亜紀まで続きこ

の間(240M･以降)アンデス型のマグマ活動をもたらし

た.30Ma以降はこの中生代火成岩の場がべ一スン･

レンチ地域によって代表される張力場に転換しバイ

戸

轡轡

5YNPos-u眺

議鑑

1洲

錦§一≡1いAGOO総姦鰹矯簑簿演餓すバ

て箏欝きであってd雌像廊水鵜1鍛者

閉本専)娩鰯形類と関連鉱廉σllイオ

ウ同位体鋳性｣1こ対して与先島れたもので

薮る�
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図2レイ鉱床の形成史(N.G.バンクスN.J.ペイジ1978による)

A.地殻下部か上部マントルで熱の上昇と構造運動によりマグマが発生する

B.A図の部分拡大.α,Fカミマグマに入りS,Cu,Cu･Pb･Zn,Au･Agはマグマ中にポケットに主に硫化物として濃集する

C｡マグマは成長し合体する構造運動か無上昇による張力環境下でマグマが上昇する

D.水がマグマから開放され上部に鉱床を形成する

モｰダノレ型の火成活動に変化した.コロラド高原一ロ

ッキｰ山塊カミ隆起したのもこの時期である.

パｰチフィｰル氏の話はこれまで不明な点が多かっ

た中西部の先カンブリア系を近年追加した年代資料の

もとに詳細に地史を組立てた点および同じく不明瞭で

あった古生層の発達史を西太平洋型からアンデス型地

向斜への移行として明確に説明した点で筆者には新鮮

であった.最終論文を期待したい.一方若手登場

で期待した二番手の鉱床関係の総括プロフィット氏の

｢アメリカ西部の鉱床｣は一般的な鉱床概説にアナ

コンダ杜系ホｰフィリｰカヅパｰ鉱床の形成モデルを追

加したもので期待を裏切った.

ネバダ州を中心として分布する金ベリルウランな

どの特異な浅成鉱床に関する最近の進歩は火山岩の研究

であろうかと思われる.各鉱床の性格はそれが主目的

であったからかなりの事実が明らかにされていたが

火山岩の研究がシェラネバダからコロラド州にかけて

かなり進展している印象をうけた.

ホｰフィリｰ型鉱床のモデリシダ

アメリカ大陸の鉱床を語る場合にやはりホｰフィリｰ

型鉱床の研究を削除することはできない.西オンタリ

オ大のホダｰ氏はカナダのコｰストレンヂバソリスの東

縁でカルデラに伴う銅一モリブデン鉱床カミあることを

示した.ホｰフィリｰ型鉱床は一般に成層火山に伴わ

れているとみなされていた.日本のグリンタフ帯にホ

ｰフィリｰ型鉱床が存在し粗いこともカノレデラ式火成

活動により説明できるのではないかと考えていた筆者に

は同氏の発表は非常に新鮮に思えた.

アメリカ地質調査所のバンクス氏はアリゾナ州のレイ

鉱床を長年研究しており昨年秋にノ･ワイの火山観測所

に転勤した人であるが研究のしめ繰りとして面白い講

演をした.スライドはアメリカの通例としてカラｰで

マンガ風に面かれておりその一部を図2に示す.

写真6

チャコフスキｰr序曲1812年｣の演奏で実際に用いられた大砲

午後の講演に空砲の昔カ…飛込み最初は驚かされた指揮者は大

砲の傍で耳を押えながら指揮している

写真7観光客用に正装をこらした衛兵�
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右葉モンゾニ岩構成鉱物の晶出順序

曲田中性斜長石

函囲磁鉄鉱

画スフェン

晦､普通輝石

睡囲普通角閃石

睦･カリウム長石

聴黒雲母

曲曹長石

曲璽石英

国方解石

I魎'縁鯛石英

S+L+織一後マグマ期

眉英モンゾニ砦の冷却史

�〰

混800

度･一固結完了温度一一一一

�〰

�　

マグマ中の畠串鉱物鐙

�　

r一一･i■一

金80斑状組織→

体化崩岩質組織1一

量60

��

�

㈰

　

時間→

図3イリｰ鉱床石英モンゾニ岩の冷却吏(G.ウエストラによる)

マグマの一部が地殻上部に移動すると(図2,C)マグ

マの冷却によりマグマは水に飽和しその水がメタノレ成

分をマグマから溶出させ鉱床の場に移動してレイ鉱床

を形成したとするものである(図2,D).

一方ケネカット社に勤務し現在はエクソン社に転

属しているオランダ人のウエストラはケネカット柱時

代のイリｰ鉱床の研究成果をまとめ鉱床の形成を定量

的に明らかにしようとした.彼の解釈ではイリｰ鉱床

(図3)は次の5段階を経て形成された.この鉱床は別

に記したように(石原舜三1969:ホｰフィリｰカツバｰ鉱床

入門〔I〕ラティス杜東京P.25-35)東西方向の小貫

入岩体の頂部に形成されたアメリカで典型的なホｰフィ

リｰ型鉱床である.

1.まず石英モンゾニ岩質マグマが地表下2㎞に貫入し

た｡このマグマは900-100ぴCに過熱化したもので

あり水に不飽和(1.4重量%)であった.このマグマ

が30ぴC以上の温度差のもとで(図3)最終固結時に至

るまでに10-25.Cの温度差で段階的に固結した.マ

グマの推定銅濃度は115-145ppm一であった.貫入マ

グマの頂部では400m厚さの水に飽和したメノレトが存在

した.

レイ鉱床に関する彼のモデノレはマグマ分化作用で塩

素が濃集しメタノレを濃集するのではなく地殻下部か

マントル上部でマグマの発生時にCuSCu･Pb･Zn

Au･Agがポケット状に濃集していたとするものである

(図1,A･B)･この考えは鉱化作用を伴う貫入岩が不

毛の薮岩と同様な化学的性質を持つことに基づいている.

2･圧力の急激な減少によるこの水に飽和したメルト

の固結が初期石英モンゾニ斑岩の形成であり広大匁カ

リウム質変質をもたらした.冷却に伴う突然的な水の

放出が斑岩自身とその周辺の堆積岩類に網状の割れ目を

発達せしめ斑岩を中心とする急な温度勾配が地下水の

注入をもたらしマグマの頂部を更に冷却せしめこれ

により水飽和線は斑岩基底部から330m低下した.

写真8

貝曜陶芸家が仕上げた作品

作者は難解な思想を筆者に語ってくれた�
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石灰岩頁岩砂岩

⑱大理石⑱紅柱石ホルンフェルス⑪弱粘土化

③黄鉄鉱大理石㊧石英一絹雲母ホルンフェルス⑱鮒主化

θシリカｰ黄鉄鉱鰯夢黒雲母ホルンフェルス

鰯籔スカルンξ婁スカルン鉱物を含むホルンフェルス

②塊状硫化物

鰯蓼磁鉄鉱

区4

イリｰ鉱床における東西断面図(A)と

主鉱化期における熱水鉱化作用の概念図(B)

(G.ウエストラによる)

図4

��

心捗の下限

､華終

席シリカ帯

麦

…五二;ノ

..｡チン

汐

入Yぺ1塾㍗

〃S+L一戸マグマ性'熱水陸溶液

ノ｣三房薫ン

O■0002000

3.水不飽和マグマと飽和マグマ間に生じた熱対流によ

り揮発性成分銅鉛亜鉛イオウなどが放出された.

このマグマ性熱水溶液は臨界状態にあって4-5%NaC1

相当濃度2000-4000ppmCuの性質を持った.上方

移動1こよりこの溶液は沸騰しこの沸騰部は地下水優勢

領域直下のシリカｰ黄銅鉱帯に当る.沸騰現象により

高塩濃度流体と低密度酸性蒸気か生ずるがこれらが貫

入岩類や堆積岩類と反応して石英一絹雲母一黄鉄鉱変

質やシリカｰ黄鉄鉱変質を形成した(図4).外縁部で

は中性化した鉱液が斑岩中に粘土化変質をもたらした.

4.粘土化変質やシリカ帯の出現によってその下位の

水飽和マグマ層が流体に関して過圧状態となりその犀

カの開放により生じたのカミ後期石英モンゾニ斑岩の形成

とそれに伴う弱変質と鉱化などである.マグマ対流の

停止後にはアノレカリと揮発性成分の拡散により斑岩類

直下にカリウムの濃集(カリウム質変質)が生じた.

引続き侵入した地下水カミ前述の沸騰帯に全般的な粘土

化変質を及ぼした.

5.主要マグマカミ石英モンゾニ岩として固結した後の地

下水カミ石英沸石類方解石からなる細脈を生成した.

ウエストラの総括はアメリカのホｰフィリｰ型鉱床

に対する最も一般的見方を代表するものであり花崩岩

質マグマの最項部の現奉を具体的に現場における産状�
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A代表的なシングルステｰジ鉱躍

温度(℃)

㌰〴〰�〰

派リｰ/

ト･oR

6⑪07⑪0

ωガダルカナル

→(2)ビンガム

(4)角礫パイプ(チリり

(事)エルサルバドル

�

�

←

(5)スカルン(サンマｰチンメキシコ)

(6)石灰岩交代鉱床(プロビデンシヤ)

(7)鉱脈(カサバルカペルｰ)

アノヒカリ塩化物濃度(重量%)

図5

両タイプ鉱床の生成温度と塩濃度

(F.J.ソｰキンスによる)

ユ0工身030･4050
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�㈩

←一(3)

○咀｡】……→(4)

oo舳】000】{(5)スカルン

0000舳0"→.(6)石灰岩交代鉱床

(7)鉱脈

8代表申なツｰステｰジ鉱床

温度(℃)

と合せて説明しようとした点に非常に価'

値がある.

島弧の金属硫化物鉱床一2つのタイプ

ミネソタ大学のソｰキンス氏は一般の

島弧の鉱床を2つに分ける次の講演をお

こなった.“Singlestageversustwo

stageoredepos三tioninsubduction

エe1atedvo1canop1uton五｡arcs"この講演

は今回の講演賞のうちの一つであり内

容的には前述のウエストラの講演よりか

在り軽いものであるが古くから知られ

ている素材を使って聴衆に新た荏印象を

残させるあたりに演者の着想の良さが

うかがえたものでありここに紹介した

い.

㈰　

鉱脈鉱床/

25030035ぴC

(1)バギオ

(2)ダヨｰチタ(メキシコ)

K3)一八ナホアト(メキシコ)

(4)サニｰサイド(コロラド)

(5)コムス'ドック他(ネバダ)

(6)黒鉱(日本)

(7)･小坂塊状硫化物鉱床

(8)バカンス

.(9)ニュニジｰランド地熱系

ア～けリ塩化物濃度(重量%)

5ユO

��

��

(2)鉱脈鉱床

(7)塊状硫化物鉱床

(9)ニュｰジｰランド地熱系

ソｰキンスの話は実はまことに単純である.近年

安定同位体の研究によって従来のマグマ性鉱床にも多量

の地表水･地下水が関与していることカミわかってきた.

また浅熱水性鉱床はほとんど地下水からなる熱水溶液か

ら生じたらしいことも知られていた.彼は地下水だと

の地表起源水に関連して生じた鉱床をツｰステｰジ鉱化

と呼び一方主に“マグマ水"から生成した鉱床をシン

グノレステｰジ鉱化と呼んだのである.

シングルステｰジ鉱床は買入岩と密接である.ホｰ

フィリｰカツバｰ回モリブデニ■負礫パイプ鉱床銅

鉛亜鉛スカノレン銀鉛亜鉛(銅)石灰岩交代鉱床や一部

の鉱脈鉱床柱とがζのタイプに含まれる,鉱化温度が

高く(>600℃～300bC)鉱液の塩濃度も高い(>50-5

重量%,図5).この様な温度塩濃度は地表水起源熱

水には期待できず結局主たる鉱化期にはマグマ水が活

動したもので地下水の関与は主鉱化期以後に付随する

ものであった.

シングルステｰジ鉱床の垂直方向の広カミりは大きく

かつ変化する.一般に700mより大きい(表3).鉱

床は貫入岩体に癌接するから鉱床の分布は現世の火山

の活動中心と関係しているかも知れない.一例として

火山間の距離をとってみよう.ヴォｰクトによると島

弧で火山活動が活発であった2地域間の距離は平均58km

と得られている.シングノレステｰジ型鉱床では主要鉱

床間の距離が60～90㎞であることが多い,ζの間隔に�
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表2

鉱床のタイプ別による鉱体上下幅の相違

(F.J.ソｰキンスによる)

シングルステｰジ型��ツｰステｰジ型�

ホｰフィリｰカツバｰ鉱床�2,000㎜�タヨチタAu-Ag鉱脈�600m

プロビデンシヤ石灰岩交代パイプ�>800m�ハナホアトA11-Ag鉱脈�500m

カサバルカ鉱脈�1,200m�赤ディｰAu-Ag鉱脈�400㎜

ディスブタダCu角礫パイプ�>700㎜�黒鉱下部珪鉱体�く300㎜

七回ドバスロ鉱脈�>900m�バカンス網状鉱体�く300m

規則性カミ得られれば鉱床探査に有効である.

ツｰステｰジ型の鉱床はその熱源は潜在するマグマ

にあろうが一般には貫入岩と離れて分布する.その

例は層状塊状硫化物鉱床金銀鉱脈などである.生成

温度は低く(200-300℃)塩濃度も低い(<10重量%)､

水の起源は海水(層状鉱床)かその地域の地下水であ

る(鉱脈型).

この型の場合に鉱床の間隔は一鉱床の熱水溶液対流圏

の規模で決まるはずである.タスマニアの層状鉱床で

は10鉱床の平均が5㎞であり鉱脈鉱床の場合も一般に

スキｰ場最上部の雪渓

5-6㎞の間隔であるようである.すなわち前者より

一桁小さい.鉱床の上下幅は一般に小さく鉱床が深

部まで続くことがない.

ソｰキンスの話は近年どこにおいても通聞できる鉱液

の主成分である水の起源の藷である.別に新しいデｰ

タはなくまた個々のデｰタ集めも十分におこなわれた

とは言え狂い講演であったカミこのように2つのタイプ

に分けて個別に説明されると新鮮な印象ポ生れる.こ

の講演では鉱床探査の問題に具体的な解答を出そうとし

た.この点に価値を認めた聴衆も多かったものと思わ

れる･(了)

写真9

ここでは標高

が4000m近い

写真工簿

酋くから箸名数ハｰタシディの

鉱{町会揚州ヒ方直子徹蓋繊

同じワサッチ山地にある�


